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し
よ
う
と
し
た
。
帝
国
更
新
会
と
差
異
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
野
の
転
向
論
は

構
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
こ
こ
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
、「
真
宗
の
坊
さ
ん
た
ち
」
を
動
員

し
政
府
が
作
っ
た
、
帝
国
更
新
会
と
は
い
か
な
る
組
織
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

帝
国
更
新
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
小
林
杜
人
は
、『
転
向
期
の
人
々
』（
新

時
代
社
、一
九
八
七
年
九
月
）と
い
う
回
想
録
を
残
し
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

帝
国
更
新
会
は
、
一
九
二
六
年
十
二
月
、
大
審
院
検
事
・
宮
城
長
五
郎
と
教
誨

師
・
藤
井
恵
照
（
２
）

に
よ
っ
て
起
訴
猶
予
者
・
執
行
猶
予
者
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た

更
生
保
護
団
体
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
十
二
月
か
ら
彼
ら
は
思
想
犯
の
保
護
事

業
を
は
じ
め
た
。
帝
国
更
新
会
の
会
員
は
、
は
じ
め
村
山
藤
四
郎
や
国
文
学
研

究
者
の
浅
野
晃
、
評
論
家
の
高
倉
テ
ル
、
水
平
社
運
動
の
西
光
萬
吉
な
ど
の
日

本
共
産
党
解
党
派
が
中
心
で
あ
っ
た
。
三
・
一
五
事
件
（
３
）
以
後
は
日
本
共
産
党
の

労
農
運
動
出
身
で
あ
っ
た
小
林
杜
人
、
労
働
者
出
身
の
小
野
義
次
、
思
想
犯
弁

護
士
で
あ
っ
た
角
田
守
平
な
ど
が
加
わ
っ
た
。
帝
国
更
新
会
の
会
誌『
転
生
』・

一
、
は
じ
め
に

中
野
重
治
は
「
田
舎
文
芸
時
評
」（『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
六
年
六
月
）
に
お

い
て
、
転
向
者
の
ゆ
く
え
を
論
じ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
が
政
府
は
、
作
家
を
も
含
む
も
の
と
し
て
の
多
く
の
出
獄
者
、
転
向
者
、

も
と
の
政
治
犯
人
た
ち
の
教
化
と
い
う
こ
と
に
莫
大
な
力
を
割
き
、
金
も

使
い
、
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
と
真
宗
の
坊
さ
ん
た
ち
と
を
動
員
し
、
帝
国

更
新
会
そ
の
他
の
官
僚
的
組
織
を
つ
く
り
、
一
方
で
出
獄
者
た
ち
の
就
職

の
世
話
を
す
る
か
と
思
う
と
、
も
う
一
方
で
は
、
長
い
、
そ
し
て
あ
る
意

味
で
限
界
な
し
の
監
視
制
度
を
法
律
化
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
（
１
）

中
野
は
「
田
舎
文
芸
時
評
」
で
帝
国
更
新
会
を
体
制
に
従
属
し
た
道
徳
と
し

て
批
判
し
た
。
帝
国
更
新
会
の
言
説
は
、
積
極
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
へ
の
参

与
で
あ
り
、
抵
抗
は
読
み
取
れ
な
い
。
中
野
は
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
観
念
主
義
の

先
頭
か
ら
、
大
衆
の
生
活
の
実
質
的
先
頭
へ
の
転
向
」
を
論
じ
、
時
勢
に
抵
抗

「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
に
お
け
る
家
族
表
象
の
編
成

︱ 

帝
国
更
新
会
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

︱

萬

　

田

　

慶

　

太



̶ 28 ̶

月
）
を
論
じ
な
が
ら
、家
族
を
他
者
と
捉
え
て
き
た
。
ま
ず
、吉
本
隆
明
の
「
転

向
論
」（『
現
代
批
評
』
一
九
五
八
年
十
二
月
）
は
、「
村
の
家
」
を
対
象
に
、
大

衆
の
代
表
者
の
父
に
対
し
、
獄
外
で
屈
折
を
体
験
し
て
い
く
理
論
モ
デ
ル
を
論

じ
た
。
古
在
由
重「
転
向
に
つ
い
て
」（『
多
喜
二
と
百
合
子
』一
九
五
九
年
十
月
）

や
柄
谷
行
人
「
中
野
重
治
と
転
向
」（『
中
央
公
論
　
文
芸
特
集
』
一
九
八
八
年

十
二
月
）
は
、吉
本
を
引
き
継
い
で
家
族
と
い
う
他
者
を
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、

「
村
の
家
」
は
場
面
単
位
で
村
山
知
義
「
帰
郷
」（『
改
造
』
一
九
三
四
年
八
月
）

の
焼
き
増
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
（
７
）「

村
の
家
」
単
体
を
転

向
内
で
家
族
と
い
う
他
者
を
発
見
し
た
作
品
と
し
て
読
ん
で
い
く
の
は
誤
り
で

あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
家
族
を
他
者
と
捉
え
、
屈
折
し
て
い
く
転
向
を
「
帰
郷
」

「
村
の
家
」
型
の
語
り
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
貴
志
山
治
「
子
ら
」

（『
改
造
』
一
九
三
三
年
八
月
）、徳
永
直
「
冬
枯
れ
」（『
中
央
公
論
』
十
二
月
号
）

も
ま
た
、
家
族
表
象
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
家
族
は
必
ず
し
も
父

と
は
限
ら
ず
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
転
向
文
学
に
お
い
て
、
獄
中
か
ら
の
解

放
、ま
た
は
延
長
と
し
て
の
家
族
空
間
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

帝
国
更
新
会
と
小
林
杜
人
に
対
す
る
先
行
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
吉

本
隆
明
「
転
向
論
」、
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
共
同
研
究
転
向
・
上
』（
平
凡

社
、
一
九
五
九
年
一
月
）
出
版
後
に
、
中
野
重
治
は
平
野
謙
と
「
転
向
と
文
学

の
諸
問
題
」（『
図
書
新
聞
』
一
九
五
九
年
四
月
十
一
日
）
に
お
い
て
対
談
し
て

い
る
。
平
野
は
こ
れ
ま
で
の
転
向
論
に
欠
け
た
も
の
と
し
て
、
小
林
の
存
在
を

挙
げ
、「
そ
の
時
ど
き
に
一
ば
ん
真
面
目
に
や
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

『
国
民
思
想
』
に
は
、
林
房
雄
、
中
本
た
か
子
、
長
谷
川
如
是
閑
、
徳
永
直
な

ど
の
作
家
た
ち
の
記
事
も
見
ら
れ
る
。
多
く
の
三
・
一
五
事
件
、
四
・
一
六
事
件（
４
）

の
被
害
者
た
ち
は
、
解
放
運
動
犠
牲
者
救
援
会

（
５
）

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
後
、
帝

国
更
新
会
の
援
助
を
受
け
て
い
た
。
帝
国
更
新
会
は
「
浄
土
真
宗
を
思
想
背
景

と
し
た
戦
前
の
一
大
思
想
犯
事
業
」
と
言
わ
れ
る
。

（
６
）

本
論
で
は
、
主
に
帝
国
更
新
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
転
向
者
の
手
記
も
の
」

を
分
析
の
対
象
と
し
て
扱
う
。「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
は
、
転
向
文
学
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
の
外
縁
部
に
位
置
す
る
。
帝
国
更
新
会
の
言
説
に
は
思
想
犯
と

な
っ
た
文
学
者
や
思
想
家
ら
の
言
説
の
流
入
と
流
出
が
あ
っ
た
。
小
林
杜
人
ら

は
帝
国
更
新
会
を
単
な
る
転
向
者
救
済
の
官
僚
組
織
と
せ
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
中
に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
。
帝
国
更
新
会
の
言
説
は
こ
の
年
代
の
文
学
に

よ
く
見
ら
れ
た
大
衆
記
述
的
な
テ
ク
ス
ト
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

本
論
の
目
的
は
、
帝
国
更
新
会
の
家
族
表
象
を
分
析
し
、
文
学
テ
ク
ス
ト
と

し
て
転
向
文
学
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。
転
向
文
学
内
部
に
頻
出
し
た
家
族

表
象
は
、
そ
の
系
譜
を
教
誨
言
説
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
帝
国
更
新
会
の

「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
は
教
誨
言
説
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
色
濃
く

残
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
本
論
は
転
向
問
題
が
家
族
表
象
に
絡
め
と
ら
れ
た

そ
の
功
罪
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
転
向
内
部
の
家
族
表
象
は
、

特
権
化
さ
れ
た
他
者
の
問
題
で
は
な
く
、
流
布
し
た
教
誨
言
説
の
一
部
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

転
向
論
の
系
譜
で
は
伝
統
的
に
「
村
の
家
」（『
経
済
往
来
』
一
九
三
五
年
五
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を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
小
林
は
遂
に
、
国
家
権
力
が
最
も
欲
し
が
る
和
霊
に
転

化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
論
じ
た
。

伊
藤
晃
は
『
転
向
と
天
皇
制
　
日
本
共
産
主
義
運
動
の
１
９
３
０
年
代
』（
勁

草
書
房
、
一
九
九
五
年
十
月
）
に
お
い
て
、
帝
国
更
新
会
の
活
動
を
運
動
史
と

し
て
の
側
面
か
ら
整
理
し
、
社
会
参
加
か
ら
「
国
家
へ
の
奉
公
」
へ
と
転
換
す

る
転
向
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

副
島
望
は
、「
帝
国
更
新
会
に
お
け
る
思
想
犯
保
護
」（『
東
京
社
会
福
祉
史

研
究
』
二
〇
一
四
年
五
月
）
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
「
司
法
保
護
事
業
は
本
来

釈
放
者
保
護
と
少
年
保
護
を
指
し
た
の
で
あ
り
、
思
想
犯
保
護
は
当
初
含
ま
れ

な
か
っ
た
」と
法
的
な
点
か
ら
見
て
も
異
常
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

前
川
亨
「
教
誨
師
の
光
と
影
　
そ
の
思
想
史
的
考
察
」（『
専
修
大
学
法
学
研

究
所
所
報
』
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
は
教
誨
師
の
役
割
を
戦
前
戦
後
こ
れ
か
ら

を
見
据
え
て
批
判
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
教
誨
師
の
機
能
分
析
を

目
的
と
し
て
い
な
い
の
で
対
象
分
野
が
異
な
る
と
言
え
る
が
、
本
論
の
家
族
表

象
の
転
向
文
学
と
の
比
較
分
析
と
い
う
目
的
は
貢
献
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

中
島
岳
志
は
『
親
鸞
と
日
本
主
義
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
七
年
八
月
）
に
お

い
て
、
浄
土
真
宗
思
想
史
の
観
点
か
ら
、
帝
国
更
新
会
と
小
林
杜
人
を
論
じ
、

最
終
的
に
「
浄
土
教
が
国
体
論
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
。
国
体
論

が
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
結
論
し
た
。

し
か
し
、
先
行
論
は
、
帝
国
更
新
会
の
家
族
表
象
を
転
向
論
で
論
じ
ら
れ
た

よ
う
な
「
家
」
制
度
と
し
て
一
面
的
に
処
理
し
て
い
く
弱
点
が
あ
っ
た
。
特
に

た
の
だ
ろ
う
」、「
つ
ま
り
小
林
杜
人
は
あ
る
意
味
で
日
本
の
社
会
の
底
辺
そ

の
も
の
を
、
一
身
に
具
現
化
し
た
」
と
問
題
提
起
す
る
。
小
林
の
存
在
は
戦
後

空
間
の
中
で
け
し
て
肯
定
さ
れ
得
な
い
悪
質
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の

運
動
者
救
済
に
貢
献
し
た
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
中
野
は
そ
れ
に
答
え
て
、「
そ

の
後
そ
う
い
う
仕
事
を
本
気
に
な
っ
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
は
個
人
の
心
理
の

問
題
と
し
て
は
わ
か
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
本
質
的
な
問
題
は
「
日
本
の
土
地

問
題
」
の
解
決
に
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。「
そ
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
を
ほ
っ

た
ら
か
し
て
個
人
的
救
済
を
や
っ
た
っ
て
（
笑
）
罪
悪
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
は
完
全
な
間
違
い
で
し
ょ
う
。」
と
戦
中
と
同
じ
観

点
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
中
野
の
帝
国
更
新
会
批
判
は
一
貫
し
て
い
る
。
だ
が
、

中
野
は
帝
国
更
新
会
の
機
関
誌
に
「
遺
伝
」（『
国
民
思
想
』
一
九
三
八
年
十
一

月
号
）
と
い
う
短
い
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
。
中
野
も
ま
た
一
転
向
者
と
し
て

帝
国
更
新
会
の
世
話
を
受
け
た
痕
跡
が
あ
る
。

小
林
杜
人
に
対
し
て
、
石
堂
清
倫
は
「
解
説
」（『「
転
向
期
」
の
ひ
と
び
と
』

新
時
代
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）
に
お
い
て
、「
一
時
の
方
便
と
し
て
彼
を
利

用
し
た
人
も
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
が
、
彼
に
よ
っ
て
『
救
わ
れ
』
た
人
も
多

い
の
で
あ
る
。
一
時
期
共
産
党
本
部
員
の
な
か
に
も
小
林
の
『
世
話
』
を
う
け

た
人
が
か
な
り
い
た
。」
と
早
期
に
再
評
価
し
て
い
る
。
運
動
経
験
者
の
回
想

で
は
、
小
林
杜
人
を
擁
護
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
。
（
８
）

綱
沢
満
昭
は
「
小
林
杜
人
と
転
向
」（『
文
学
・
芸
術
・
文
化
』
二
〇
〇
二
年

三
月
）
で
小
林
を
思
想
家
と
し
て
の
側
面
か
ら
整
理
し
、
民
俗
学
の
文
脈
な
ど
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さ
て
、
本
節
か
ら
帝
国
更
新
会
が
出
版
し
た
「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
の
家

族
表
象
を
分
析
し
て
い
く
。
以
下
に
管
見
し
た
限
り
で
の
出
版
リ
ス
ト
を
挙
げ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
行
部
数
は
不
明
で
あ
る
。
出
版
社
の
内
実
な
ど
も
執
筆
者
、

発
行
者
に
あ
る
程
度
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
が
、
内
務
省
の
下
部
組
織
に
あ
た

る
帝
国
更
新
会
や
そ
の
他
の
組
織
が
ど
の
程
度
組
織
上
繋
が
っ
て
い
た
の
か
、

不
明
な
部
分
が
多
い
。

小
野
陽
一
（
本
名
小
林
杜
人
）『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』（
大
道
社
、
一
九
三
二

年
十
一
月
）

中
村
還
一
『
思
想
教
育
研
究
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
　
転
向
者
の
言
葉
』（
一
九
三
三

年
十
月
）

小
林
杜
人
編
『
転
向
者
の
手
記
』（
大
道
社
、
一
九
三
三
年
十
一
月
）

勝
野
金
政
『
ソ
連
邦
脱
出
記
　
入
党
か
ら
転
向
ま
で
』（
日
露
通
信
出
版
部
、

一
九
三
四
年
十
月
）

小
林
杜
人
編
『
転
向
者
の
思
想
と
生
活
』（
大
道
社
、
一
九
三
五
年
九
月
）

『
思
想
犯
転
向
者
座
談
会
記
録
』（
槃
潤
学
寮
東
京
事
務
所
、一
九
三
六
年
九
月
）

浅
野
研
真
『
支
那
共
産
党
員
の
転
向
手
記
』（
仏
教
社
会
学
院
出
版
部
、

一
九
三
六
年
十
一
月
）

『
事
変
に
甦
る
犯
罪
者
』（
転
生
会
、
一
九
三
七
年
九
月
）

『
硝
煙
の
中
を
馳
駆
し
て
―
転
向
者
・
前
線
皇
軍
慰
問
報
告
―
』（
全
日
本
司
法

保
護
事
業
連
盟
、
一
九
三
八
年
三
月
）

『
呼
び
覚
ま
し
た
日
本
魂
』（
転
生
会
、
一
九
三
八
年
八
月
）

吉
本
論
の
系
統
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
点
か
ら
は
、
家
族
表
象
は
封
建
遺
制
と

し
て
論
じ
ら
れ
た
。
綱
沢
も
思
想
的
な
深
淵
性
に
は
ふ
れ
な
が
ら
も
、「
家
」

制
度
の
浮
上
を
顕
著
な
特
徴
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、
戦
後
マ
ル
ク
ス
主

義
に
よ
っ
て
単
純
化
さ
れ
た
封
建
遺
制
と
し
て
の
「
家
」
が
転
向
内
部
で
浮
上

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
法
学
史
、
思
想
史
、
運
動
史

と
し
て
の
整
理
は
行
わ
れ
た
が
、
転
向
文
学
と
の
比
較
は
ま
だ
成
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
小
林
杜
人
は
一
九
三
〇
年
代
の
長
野
に
お
け

る
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
帝
国
更
新
会
は
あ
る
種
の
サ
ー

ク
ル
活
動
の
裏
返
し
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。
帝
国
更
新
会
の
よ
う
な
体
制
翼

賛
型
の
言
説
と
、
戦
後
そ
の
抵
抗
を
評
価
さ
れ
た
転
向
文
学
が
、
ど
の
く
ら
い

表
象
上
の
通
底
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

本
論
は
帝
国
更
新
会
の
「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
を
文
学
テ
ク
ス
ト
と
し
て

読
解
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
家
族
と
い
う
他
者
を
問
題
に
し
て
き
た
転
向
論
に

対
し
て
は
、「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
か
ら
対
照
し
て
、
家
族
表
象
が
か
な
り

初
期
か
ら
頻
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
表
象
だ
っ
た
。
本
論
は
家
族
表
象
が
い
か
に
権
力
と
個

人
の
間
の
緩
衝
材
に
な
っ
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
帝
国
更
新
会
は
当
時
社

会
現
象
と
な
っ
た
転
向
と
い
う
事
態
を
記
録
、
流
布
し
、
代
理
表
象
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
の
分
析
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か
ら
教
誨
と
家
族
表
象
は
自
明
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
（
11
）

『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
で
は
小
野
の
長
野
に
お
け
る
農
民
運
動
参
加
か
ら

日
本
共
産
党
入
党
、
逮
捕
と
い
う
経
歴
が
語
ら
れ
る
。
小
野
は
獄
内
で
大
病
と

臨
死
体
験
を
し
、
藤
井
恵
照
に
よ
っ
て
仏
教
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
小
野
は
健

康
を
回
復
後
、転
向
し
、「
日
本
の
農
民
を
救
ひ
得
る
も
の
は
、共
産
党
で
は
な
」

く
、「
人
口
問
題
」の
解
決
で
あ
る
と
言
う
。
小
野
は
労
農
大
衆
の
代
表
と
し
て
、

開
拓
や
農
本
主
義
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
は
小
野
は
以
下
の
よ
う
に
家
族
を
描
く
。
父
に
つ
い
て
は
「
比
較

的
諦
め
は
良
い
方
だ
つ
た
。」
と
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
に
つ

い
て
は
、「
小
野
が
入
獄
し
て
か
ら
の
母
の
心
配
は
、
一
通
り
で
は
な
か
つ
た
。

其
の
気
丈
な
母
も
人
に
対
し
て
は
涙
一
つ
見
せ
な
か
つ
た
が
、
妹
と
二
人
の
時

小
野
の
話
に
な
る
と
、
い
つ
も
泣
い
て
ゐ
た
そ
う
だ
。」
と
女
性
家
族
が
運
動

の
犠
牲
者
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。

小
野
の
一
家
は
農
蚕
物
の
収
入
の
み
で
は
食
つ
て
行
け
な
か
つ
た
。
多
大

な
借
財
の
返
済
や
、
無
蓋
を
掛
け
出
る
に
は
可
な
り
苦
し
か
つ
た
の
だ
。

農
蚕
業
に
依
る
欠
損
は
必
然
的
に
妹
の
工
場
労
働
に
依
る
収
入
で
補
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
小
野
の
血
に
つ
が
る
関
係
は
、
あ
ま
り
親
し
す

ぎ
て
、
父
母
や
弟
妹
の
愛
と
云
ふ
も
の
が
深
く
わ
か
ら
な
か
つ
た
の
が
、

獄
中
に
於
け
る
冷
静
な
る
内
省
に
よ
つ
て
し
み
〴
〵
味
は
さ
れ
て
行
く
の

で
あ
つ
た
。
そ
の
や
う
な
感
情
の
世
界
か
ら
の
過
去
の
批
判
は
、
一
層
小

野
の
今
回
の
事
件
を
批
判
せ
し
め
て
行
つ
た
。

『
転
生
』（
国
民
思
想
研
究
所
、
一
九
三
五
年
八
月
〜
一
九
三
六
年
二
月
）

『
国
民
思
想
』（
国
民
思
想
研
究
所
、
一
九
三
六
年
三
月
『
転
生
』
か
ら
改
題
〜

一
九
四
一
年
六
月
終
刊
）

「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
の
端
緒
は
、
小
野
陽
一
の
仮
名
で
小
林
杜
人
が
書

い
た
『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』（
大
道
社
、一
九
三
二
年
十
一
月
）
で
あ
る
。
（
９
）『

共

産
党
を
脱
す
る
迄
』
は
転
向
小
説
の
よ
う
な
構
造
を
備
え
て
い
る
。
転
向
私
小

説
の
一
種
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
想
定
で
き
る
。「
小
野
は
…
」
と
い
う
三

人
称
で
『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
は
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
「
小
野
」

は
ほ
と
ん
ど
一
人
称
で
あ
り
、「
私
」
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
と
文
脈
上
差
異

は
な
い
。「
小
野
」
が
知
ら
な
い
情
報
が
客
観
的
に
描
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

作
者
名
・
小
野
陽
一
と
同
じ
「
小
野
」
と
い
う
人
称
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、

読
者
は
「
小
野
」
を
一
人
の
実
在
し
た
運
動
経
験
者
と
し
て
信
頼
し
、
テ
ク
ス

ト
を
暴
露
的
手
記
と
し
て
読
む
。「
小
野
」は
既
に
長
野
の
運
動
で
著
名
で
あ
っ

た
小
林
杜
人
の
本
名
を
隠
す
た
め
の
仮
名
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
そ
れ
は
労

農
大
衆
の
匿
名
の
一
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
る
機
能
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
。『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
の
仮
名
の
構
造
は
、
実
名
の
手
記
が
成
立

す
る
以
前
の
過
渡
期
の
形
態
と
言
え
る
。

『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
以
前
に
も
教
誨
言
説
は
存
在
し
た
が
、
政
治
犯
の

転
向
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
10
）

帝
国
更
新
会
の
成
立
の
過
程
で
、
は

じ
め
て
そ
れ
が
問
題
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
教
誨
の
内
部
に
お
い
て
、
政
治
犯
に

運
動
犠
牲
者
と
し
て
の
家
族
を
省
み
さ
せ
る
こ
と
が
浮
上
し
て
く
る
。
は
じ
め
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と
で
、
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
教
誨
言
説
の
形
態
は
、
翼
賛
に
転
じ
た
と
し
て
も
家
族
の
転
向

者
へ
の
非
難
は
止
む
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。
家
族
表
象
の
み

で
は
転
向
者
た
ち
全
て
を
包
括
す
る
も
の
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
後
述
す
る

が
、
転
向
者
か
ら
の
更
生
を
は
か
る
者
た
ち
に
は
、
家
庭
環
境
に
問
題
を
抱
え

た
者
も
多
い
。
ま
た
、
運
動
中
の
家
族
関
係
を
転
向
後
も
維
持
す
る
の
も
困
難

で
あ
っ
た
。

小
作
農
の
父
や
母
、
妹
た
ち
は
、
小
野
に
と
っ
て
も
ま
た
、
転
向
後
も
抑

圧
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
で
は

浄
土
真
宗
思
想
を
経
由
し
て
「
村
の
家
」
に
お
い
て
解
決
不
可
能
で
あ
っ
た
家

族
と
い
う
他
者
に
対
す
る
答
え
が
出
て
い
る
。『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
に
は
、

転
向
者
の
家
族
表
象
の
神
秘
主
義
的
な
解
釈
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
小
野
の
家
族
表
象
は
転
向
文
学
を
先
取
り
し
て
回
答
し
た
部
分
さ
え
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

三
、『
転
向
者
の
手
記
』と『
転
向
者
の
思
想
と
生
活
』
の
家
族
表
象

次
に
見
て
い
く
の
は
、
帝
国
更
新
会
が
編
纂
し
た
『
転
向
者
の
手
記
』（
大

道
社
、
一
九
三
三
年
十
一
月
）
で
あ
る
。『
転
向
者
の
手
記
』
は
、
十
人
ほ
ど

の
転
向
者
の
告
白
を
集
め
た
文
集
で
あ
る
。『
転
向
者
の
手
記
』
の
特
色
は
、

転
向
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
家
族
と
浄
土
真
宗
と
い
う
宗
教
色
で
あ
る
。

「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
で
は
「
村
の
家
」
型
の
転
向
、「
生
活
の
探
求
」（
河

『
共
産
党
を
脱
す
る
迄
』
に
は
家
族
の
犠
牲
が
転
向
の
き
っ
か
け
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
小
野
の
転
向
に
は
、「
帰
郷
」、「
村
の
家
」
と
同
型
の
問
題
が

読
み
取
れ
る
。
だ
が
、
浄
土
真
宗
を
経
由
し
た
小
野
は
単
に
家
族
を
犠
牲
者
と

し
て
描
く
の
み
で
は
な
い
。
帝
国
更
新
会
の
言
説
で
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
だ

が
、
小
野
は
親
鸞
と
そ
の
子
善
鸞
が
信
仰
を
別
っ
た
時
の
逸
話
を
引
用
し
、「
親

子
の
間
で
も
相
克
」
が
あ
り
、
自
分
は
「
親
不
孝
」
だ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、

小
野
は
「
念
仏
は
孝
行
を
約
束
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
禍
福
を
左
右
す
る

も
の
で
も
な
く
、
病
気
の
全
快
を
条
件
と
し
た
も
の
で
も
な
か
つ
た
」
と
結
論

す
る
の
だ
。
そ
こ
で
は
他
力
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
孝
行
は
自
力
の
願
い
に
過

ぎ
な
い
。
孝
行
を
要
求
す
る
解
決
不
可
能
な
家
族
の
詰
問
な
ど
の
表
象
は
小
野

に
と
っ
て
他
力
に
よ
っ
て
で
し
か
解
決
し
得
な
い
の
だ
。「
孝
行
は
」
国
家
同

胞
主
義
の
「
世
界
に
蘇
つ
て
、
そ
し
て
再
び
父
を
見
、
兄
弟
を
見
た
時
に
、
初

め
て
父
母
兄
弟
の
た
め
に
念
仏
し
て
助
け
る
こ
と
に
な
る
」
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
「
村
の
家
」、「
帰
郷
」
な
ど
と
同
様
の
家
族
表
象
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の

解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
教
誨
言
説
の
中
で
家
族
は
運
動
犠
牲
者
と

し
て
表
象
さ
れ
る
と
同
時
に
相
対
化
も
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
発
想
を
極
論
す
れ

ば
、
実
際
の
家
族
は
転
向
者
を
責
め
て
い
た
と
し
て
も
、
他
力
に
よ
っ
て
で
し

か
孝
行
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
は
あ
る
程
度
で
諦
め
て
よ
い
こ
と
に

な
る
。
転
向
文
学
の
よ
う
に
他
者
と
し
て
捉
え
、
そ
の
理
解
を
追
及
し
て
い
く

要
素
は
な
い
。
こ
こ
で
家
族
は
、
転
向
の
き
っ
か
け
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
定

の
距
離
を
置
か
れ
て
い
る
。
家
族
の
抑
圧
は
、
浄
土
真
宗
思
想
を
経
由
す
る
こ
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わ
ち
、
転
向
者
は
獄
外
に
解
放
さ
れ
、
当
然
お
こ
る
社
会
生
活
に
つ
い
て
深
い

配
慮
が
注
が
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
時
代
は
移
行
し
て
、
数
千
人
に

及
ぶ
転
向
者
が
社
会
に
流
れ
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
の
転
向
の
内

容
は
一
様
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
一
般
に
、
自
己
の
存
す
る
社
会
に
対
し
て
情

熱
と
積
極
性
を
も
つ
に
お
い
て
は
従
来
の
破
廉
恥
犯
ど
こ
ろ
か
わ
れ
わ
れ
一
般

市
民
以
上
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。」
思
想
犯
保
護
に
お
い
て
社
会
生
活

へ
の
帰
着
が
重
視
さ
れ
た
。
社
会
生
活
へ
の
帰
着
を
考
え
た
時
、
既
に
政
治
部

門
が
崩
壊
し
て
い
た
日
本
共
産
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
守
る
こ
と
は
無
意
味
で

あ
っ
た
。
日
本
共
産
党
が
後
退
し
た
後
に
、
転
向
者
の
持
っ
て
い
る
最
小
の
生

産
単
位
と
言
え
る
家
族
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
転
向
者
の
手
記
も
の
」

に
は
、
白
眼
視
さ
れ
て
い
た
運
動
経
験
者
た
ち
を
社
会
の
生
産
に
復
帰
さ
せ
る

意
義
が
あ
っ
た
。

『
転
向
者
の
手
記
』
で
は
、
先
に
述
べ
た
小
林
杜
人
と
同
様
の
浄
土
真
宗
的

な
家
族
表
象
を
多
く
の
転
向
者
が
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
教
誨
に
用
い
ら
れ
、

多
く
の
転
向
者
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
思
想
は
島
地
大
等
『
思
想
と
信
仰
』（
明

治
書
院
、
一
九
二
八
年
十
一
月
）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
島
地
は
既
に
逝
去
し

て
い
た
。『
思
想
と
信
仰
』
の
意
図
は
教
誨
に
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
藤
井
惠

照
に
よ
っ
て
転
向
者
た
ち
に
読
む
こ
と
が
勧
め
ら
れ
、
帝
国
更
新
会
の
思
想
的

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
く
。
帝
国
更
新
会
は
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
を
仏
教

運
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

『
思
想
と
信
仰
』
内
の
家
族
表
象
は
仏
教
的
同
胞
主
義
で
あ
り
、
単
な
る
封

出
書
房
、
一
九
三
七
年
十
月
）
型
の
転
向
な
ど
は
、
権
力
の
都
合
の
よ
い
よ
う

に
勝
手
に
当
て
は
め
ら
れ
た
。
転
向
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
、
国
民
に
転

向
心
理
を
内
在
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
転
向
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

書
き
立
て
ら
れ
、
社
会
現
象
化
さ
れ
た
。「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
は
運
動
経

験
者
の
告
白
記
や
ル
ポ
に
よ
っ
て
大
衆
を
代
理
表
象
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は

大
衆
の
真
実
の
意
志
は
運
動
に
対
す
る
離
反
に
あ
る
と
い
う
情
報
を
構
成
し
た
。

『
転
向
者
の
手
記
』
に
お
い
て
、
山
口
隼
人
は
「
共
産
主
義
よ
り
宗
教
へ
」

と
い
う
文
章
で
、
裁
判
後
恩
師
に
問
わ
れ
る
形
で
自
身
の
家
族
に
対
す
る
罪
悪

感
に
気
づ
く
。『
お
母
さ
ん
は
、
最
後
ま
で
君
達
兄
弟
の
こ
と
を
気
に
し
て
ゐ

ら
れ
た
よ
。』
と
山
口
の
母
を
看
取
っ
た
恩
師
は
言
う
。
山
口
は
、「
こ
の
不
孝

な
私
の
身
の
上
を
、
母
は
最
後
ま
で
思
ふ
て
く
れ
た
の
で
あ
つ
た
。」
と
死
ん

だ
母
に
転
向
の
許
容
を
見
出
す
。
恩
師
は
ま
た
、『
お
父
さ
ん
は
達
者
か
い
』

と
問
う
。
山
口
は
「
音
信
を
怠
つ
て
ゐ
る
私
に
は
、
何
と
も
返
事
が
出
来
な
か

つ
た
。
た
ゞ
老
い
衰
へ
た
何
の
慰
め
も
な
い
寂
し
さ
う
な
姿
を
思
ひ
浮
か
べ
る

ば
か
り
で
あ
つ
た
。」
と
言
う
。
そ
の
後
、
山
口
は
自
身
の
後
生
を
父
へ
の
孝

行
へ
捧
げ
る
こ
と
を
誓
う
。
し
か
し
、
山
口
は
恩
師
に
問
わ
れ
て
獄
外
で
よ
う

や
く
家
族
問
題
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
家
族
表
象
は
、
事
後
的
に
必
然
的
で
な

い
形
で
転
向
者
の
心
理
に
現
わ
れ
た
と
言
え
る
。

「
思
想
犯
」（『
教
誨
百
年
　
下
』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
、
真
宗
大
谷

派
本
願
寺
、
一
九
七
四
年
四
月
）
に
お
い
て
、
教
誨
か
ら
保
護
事
業
に
展
開
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
意
義
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
す
な
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で
あ
っ
て
も
、
輪
廻
転
生
に
よ
っ
て
容
易
に
敵
と
入
れ
替
わ
り
得
る
。
そ
の
よ

う
な
神
秘
主
義
を
封
建
遺
制
の
実
態
は
ど
う
あ
れ
、
浄
土
真
宗
は
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
既
に
第
二
節
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
教
誨
言
説
に
は
家
族
へ
の

孝
行
と
そ
の
相
対
化
の
二
重
の
方
向
性
が
あ
っ
た
。
も
し
も
、「
村
の
家
」
の

よ
う
に
近
代
的
他
者
と
し
て
の
父
を
描
く
文
学
と
そ
の
解
釈
に
対
し
て
、
こ
の

浄
土
真
宗
の
思
想
を
代
入
す
れ
ば
、
父
も
ま
た
偶
然
的
な
他
者
の
現
れ
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
抑
圧
は
解
決
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
古
島
ゆ
き
は
「
大
悲
の
御
手
に
縋
る
ま
で
」（『
転
向
者
の
手
記
』

前
掲
）
に
お
い
て
、
良
妻
賢
母
主
義
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
へ
向
か
っ
た
こ

と
を
反
省
す
る
。
彼
女
は
最
終
的
に
「
阿
弥
陀
仏
の
広
大
無
辺
な
愛
を
知
る
に

つ
け
て
も
、
私
の
心
を
動
か
す
も
の
は
、
母
の
愛
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
母
の

愛
を
通
し
て
、
ま
こ
と
の
仏
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
云
つ
て
よ
い
の
で

す
。」
と
阿
弥
陀
仏
と
母
性
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
向
心
理
を
表

明
す
る
。
こ
こ
に
も
家
族
と
菩
薩
心
を
同
一
視
す
る
『
思
想
と
信
仰
』
の
影
響

を
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
古
島
に
と
っ
て
運
動
は
良
妻
賢
母
教
育
に
対
す
る

反
発
で
あ
り
、
転
向
は
そ
れ
に
対
す
る
再
帰
で
あ
る
。
子
を
産
み
育
て
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
が
観
念
的
に
肯
定
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
均
衡
に
対
す
る
反
発
は
母
に

な
る
こ
と
へ
の
拒
否
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

他
に
も
、内
村
茂「
転
向
者
は
か
く
呼
び
か
け
る
」（『
転
向
者
の
手
記
』前
掲
）

に
お
い
て
は
、

姉
婿
は
在
郷
軍
人
分
会
長
と
し
て
、皇
国
中
心
主
義
者
の
典
型
な
の
で
す
。

建
主
義
で
は
な
い
。
島
地
は
仏
教
の
同
胞
思
想
を「
一
個
の
神
秘
的
家
族
主
義
」

で
あ
り
、「
同
一
種
族
・
民
族
」
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
全
人
類
は
申

す
に
及
ば
ず
動
物
に
至
る
ま
で
」
含
ん
だ
同
胞
思
想
で
あ
る
と
言
う
。
島
地
は

『
歎
異
抄
』
の
父
母
に
対
す
る
箇
所
を
天
台
宗
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
論
じ
て
い
る
。

『
歎
異
抄
』（『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
　
第
四
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
六
九
年
九
月
）

で
は
、「
親
鸞
は
、
父
母
の
孝
養
の
た
め
と
て
、
一
辺
に
て
も
念
仏
ま
ふ
し
た

る
こ
と
、
い
ま
だ
さ
ふ
ら
は
ず
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
一
切
の
有
情
は
み
な
も
う
て

世
々
生
々
の
父
母
兄
弟
な
り
。
い
づ
れ
も
〳
〵
こ
の
順
次
生
に
仏
に
な
り
て
た

す
け
さ
ふ
ら
う
べ
き
な
り
。
わ
が
ち
か
ら
に
て
は
げ
む
善
に
て
も
さ
ふ
ら
は
ゞ

こ
そ
、
念
仏
を
廻
向
し
て
父
母
を
も
た
す
け
さ
ふ
ら
は
め
。
た
だ
自
力
を
す

て
ゝ
、
い
そ
ぎ
さ
と
り
を
ひ
ら
き
な
ば
、
六
道
・
四
生
の
あ
ひ
だ
、
い
づ
れ
の

業
苦
に
し
づ
め
り
と
も
、
神
通
方
便
を
も
つ
て
、
ま
づ
有
縁
を
度
す
べ
き
な
り

と
云
々
。」
と
記
述
さ
れ
る
。
親
鸞
は
他
力
の
念
仏
に
よ
っ
て
自
身
が
悟
り
を

ひ
ら
い
た
ら
、
父
母
孝
行
も
可
能
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。
教
学
的
な
解
釈
に

踏
み
込
む
能
力
は
論
者
に
は
な
い
が
、
他
者
全
て
が
「
世
々
生
々
」
の
父
母
で

あ
り
、こ
の
こ
と
は
教
誨
言
説
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、同
時
に
「
親

鸞
は
、
父
母
の
孝
養
の
た
め
と
て
、
一
辺
に
て
も
念
仏
申
し
た
る
こ
と
、
い
ま

だ
さ
ふ
ら
は
ず
」
と
他
力
の
念
仏
に
よ
っ
て
で
し
か
孝
行
は
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
る
。
実
際
の
父
母
に
対
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
そ
の
執
着
が
切
断
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
が
国
教
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
家
族
へ
の
感
情
は
強

調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
仏
教
の
宇
宙
観
に
よ
れ
ば
、
家
族
と
し
て
愛
着
す
る
者
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は
理
論
で
な
し
に
現
実
が
支
配
し
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
家
族
主
義
の
特
質

は
、
今
日
、
封
建
的
な
形
骸
を
破
つ
て
新
し
く
我
々
に
受
け
と
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
共
産
主
義
者
が
夢
み
た
様
な
社
会

は
我
々
の
足
下
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

小
林
は
家
族
経
営
の
農
業
が
最
良
の
労
働
形
態
で
あ
る
と
言
う
。
小
林
は
家

族
共
同
体
で
は
財
産
で
さ
え
「
共
働
」「
共
有
」
で
あ
る
と
言
う
。
小
林
は
マ

ル
ク
ス
主
義
の
理
想
は
帝
国
更
新
会
の
中
で
実
現
さ
れ
る
と
さ
え
、
主
張
し
た

の
で
あ
る
。

開
拓
や
農
村
共
同
体
の
形
成
を
帝
国
更
新
会
は
実
際
に
試
み
て
い
た
。
吉
原

清
一
郎「
茨
の
道
を
抜
け
て
―
恩
賜
記
念
農
場
に
更
生
生
活
を
見
出
す
ま
で
―
」

に
は
、
帝
国
更
新
会
恩
賜
記
念
農
場
に
お
い
て
家
族
ご
と
移
住
す
る
例
が
見
ら

れ
た
。
吉
原
は
「
先
生
は
私
か
ら
事
情
を
聞
く
と
直
ぐ
に
藤
井
先
生
へ
の
紹
介

状
を
下
さ
つ
て
、
更
新
会
か
ら
紹
介
し
て
貰
ふ
や
う
に
と
御
話
が
あ
つ
た
。
か

く
て
私
は
、
更
新
会
の
手
厚
き
保
護
と
指
導
を
受
け
、
昨
年
十
月
恩
賜
農
場
に

移
り
、
現
在
で
は
農
場
近
く
に
一
家
を
構
へ
、
再
び
妻
子
を
呼
戻
し
て
、
日
々

安
ら
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

開
拓
へ
行
け
ば
、
家
族
を
支
え
る
形
の
「
転
向
者
の
ゆ
く
え
」
が
あ
る
と
い
う

言
説
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
水
平
社
宣
言
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ

る
西
光
萬
吉
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
光
萬
吉
は
「
高
次
タ
カ
マ
ノ

ハ
ラ
の
展
開
へ
―
村
の
中
心
と
な
つ
て
働
い
て
ゐ
る
西
光
萬
吉
君
―
」
に
お
い

其
の
上
一
家
は
弥
陀
の
慈
光
に
生
き
る
、
美
は
し
い
家
庭
で
あ
つ
た
の
で

す
。
此
の
善
良
に
し
て
、
且
つ
地
方
的
に
名
を
成
せ
る
兄
が
、
皇
国
に
弓

を
引
く
罪
の
子
を
弟
と
し
て
持
つ
た
と
言
ふ
事
を
知
つ
た
時
、
彼
の
懊
悩

苦
悶
は
如
何
許
り
で
あ
つ
た
か
と
思
ひ
ま
す
。

と
在
郷
軍
人
会
の
姉
婿
へ
の
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
劣
等
感
が
強
調
し
て
語
ら

れ
て
い
る
。
内
村
は
父
や
姉
を
次
々
と
亡
く
す
。
内
村
の
場
合
は
、
教
誨
言
説

が
構
成
さ
れ
る
中
で
、
残
っ
た
姉
婿
と
の
関
係
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

ま
れ
な
例
と
言
え
る
。
い
か
に
強
調
さ
れ
よ
う
と
姉
婿
へ
の
罪
悪
感
は
必
然
的

で
は
な
く
、
家
族
と
い
う
生
産
単
位
の
重
視
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
と
分

析
で
き
る
。

『
転
向
者
の
手
記
』に
続
く
、大
道
社
の『
転
向
者
の
思
想
と
生
活
』（
大
道
社
、

一
九
三
五
年
九
月
）
は
、
手
記
と
聞
き
書
き
形
式
を
併
用
し
た
転
向
者
た
ち
の

そ
の
後
を
め
ぐ
る
出
版
物
で
あ
る
。
小
林
杜
人
は
中
心
的
な
編
者
に
な
っ
て
い

る
。
転
向
後
に
地
方
の
共
同
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
「
転
向
者
た
ち
の
そ

の
後
」
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
村
の
家
」
型
の
転
向
か
ら
島
木
健
作
「
生

活
の
探
求
」
型
の
転
向
者
た
ち
の
美
談
が
描
か
れ
る
。
家
族
は
転
向
の
き
っ
か

け
で
は
な
く
、
転
向
後
の
実
践
の
場
に
な
る
。

『
転
向
者
の
思
想
と
生
活
』
で
は
、
小
林
杜
人
は
「
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
に
立
ち
て
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
宣
言
す
る
に
至
る
。

か
う
し
た
家
の
中
に
あ
つ
て
は
、
家
長
を
中
心
と
し
て
一
家
が
同
体
で
あ

る
。
其
処
に
は
私
有
財
産
も
な
く
、
共
働
、
共
有
だ
。（
中
略
）
こ
ゝ
で
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た
ち
の
獄
外
に
お
け
る
社
会
復
帰
が
問
題
に
さ
れ
た
。
特
に
地
方
へ
の
帰
農
が

「
生
活
の
探
求
」
型
を
と
っ
て
美
談
と
し
て
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗

の
家
族
表
象
は
そ
こ
に
国
家
主
義
の
つ
け
こ
む
𨻶
を
持
っ
て
い
た
。
家
族
主
義

は
や
が
て
国
家
に
接
続
さ
れ
た
。
家
族
表
象
は
開
拓
や
帰
農
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
大
衆
に
よ
る
欺
瞞
の
告
白
の
記
録
が
明
ら
か
に
官
費
の
流
れ

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
ル
ポ
や
聞
き
書
き
と
言
っ
た
記
述
の
形
式
が
、

大
衆
の
代
理
表
象
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
帝
国
更
新
会
の
教
誨
言
説
は
、
転

向
文
学
の
周
辺
に
、そ
の
表
象
と
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
家
族
表
象
か
ら
戦
地
慰
問
へ

し
か
し
、「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
の
テ
ク
ス
ト
を
丹
念
に
検
討
す
る
と
以

下
の
よ
う
な
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
れ
は
全
て
の
帝
国
更
新
会
の
転
向
者

が
、
家
族
と
い
う
生
産
単
位
に
帰
着
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。

例
え
ば
、
永
井
鉄
三
「
マ
ル
ク
ス
よ
り
釈
迦
へ
」（『
転
向
者
の
手
記
』
前
掲
）

に
お
い
て
、
転
向
に
つ
い
て
の
短
歌
が
詠
ま
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
我
儘
な
我
の

仕
打
を
怒
り
も
や
ら
で
妻
の
差
入
心
こ
も
れ
り
」「
結
婚
を
運
動
の
た
め
と
考

へ
し
心
少
し
く
揺
ら
ぎ
初
め
し
か
」
と
転
向
の
き
っ
か
け
と
し
て
妻
が
表
象
さ

れ
る
。
し
か
し
、
後
年
に
詠
ん
だ
句
に
は
、「
さ
か
し
ら
に
、
人
の
踏
む
べ
き
道
、

説
け
ば
、
い
よ
よ
燃
え
立
つ
妻
の
反
逆
」「
十
年
を
ば
迷
へ
る
吾
に
苦
し
み
し

妻
去
り
ゆ
き
て
い
づ
こ
さ
ま
よ
ふ
」
と
い
う
表
象
が
見
え
る
。「
マ
ル
ク
ス
よ

り
釈
迦
へ
」
で
は
、
転
向
後
永
井
は
妻
と
離
別
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

て
、区
長
と
し
て
故
郷
で
あ
る
農
村
を
改
良
し
て
い
く
様
子
を
報
告
し
て
い
る
。

西
光
は
「
約
六
ヶ
月
余
り
の
区
長
就
任
中
に
、水
道
工
事
と
小
さ
な
道
路
修
理
、

日
々
缺
損
の
村
営
浴
場
の
経
営
改
革
、
村
託
児
所
の
経
営
改
革
、
一
千
円
余
り

の
区
債
償
還
、
約
三
千
円
の
払
下
米
小
売
、
村
信
購
販
利
組
合
の
設
立
提
議
と

其
の
遂
行
、
国
防
婦
人
会
、
青
年
団
の
組
織
促
進
等
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。」

と
言
う
。

こ
こ
で
西
光
は
被
差
別
部
落
運
動
を
地
方
共
同
体
へ
帰
着
さ
せ
て
い
る
。
こ

れ
を
単
純
に
転
向
者
が
国
家
に
回
収
さ
れ
た
例
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
被
差

別
部
落
の
共
同
体
の
利
益
を
考
え
た
場
合
、
国
家
に
帰
着
す
る
こ
と
が
最
適

解
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
思
想
的
に
西
光
は
難
解
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
を

主
張
し
て
い
る
と
は
言
え
、
部
落
解
放
と
い
う
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
部
分
が

あ
っ
た
。

見
て
き
た
通
り
、「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
に
お
い
て
は
、
浄
土
真
宗
の
教

誨
が
転
向
者
を
家
族
に
接
続
し
た
。
帝
国
更
新
会
に
お
い
て
は
家
庭
の
犠
牲
が

強
調
さ
れ
て
語
ら
れ
た
。
家
族
へ
の
孝
行
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
帝
国
更
新

会
の
教
誨
言
説
は
同
時
に
相
対
化
の
方
向
を
含
ん
で
い
た
。
家
族
の
抑
圧
が

減
じ
な
い
場
合
に
は
、
他
力
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
一
旦
距
離
を
取
ら
せ
、
家

族
関
係
を
緩
和
さ
せ
る
方
向
も
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
「
帰
郷
」「
村
の
家
」

な
ど
と
同
型
の
表
象
で
あ
り
、
生
産
単
位
と
し
て
の
家
族
の
浮
上
と
し
て
は
父

以
外
に
も
母
や
姉
婿
な
ど
多
様
な
例
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
『
転
向
者
の
思
想
と
生
活
』
に
お
い
て
は
、
転
向
者
と
そ
の
家
族
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し
た
日
本
魂
』（
転
生
会
、
一
九
三
八
年
八
月
）
で
は
、
広
く
犯
罪
者
の
兵
士

と
し
て
の
更
生
に
着
目
さ
れ
た
。
ま
た
、『
硝
煙
の
中
を
馳
駆
し
て
―
転
向
者
・

前
線
皇
軍
慰
問
報
告
―
』（
全
日
本
司
法
保
護
事
業
連
盟
、
一
九
三
八
年
三
月
）

で
は
、
転
向
者
が
戦
地
を
慰
問
す
る
と
い
っ
た
事
態
も
見
ら
れ
た
。
教
誨
言
説

は
、
宗
教
や
家
族
の
表
象
か
ら
、
よ
り
時
局
に
沿
っ
た
動
員
の
言
説
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
の
開
始
が
濃
厚
に
な
る
と
、

転
向
者
更
生
で
さ
え
、
時
局
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
機
関
誌
は
廃

刊
し
た
の
で
あ
る
。

転
向
文
学
に
お
い
て
は
家
族
を
他
者
と
し
て
問
題
化
し
て
き
た
。「
転
向
者

の
手
記
も
の
」
の
表
象
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
く
と
、
そ
れ
は
教
誨
言
説
が
社
会

の
生
産
単
位
に
転
向
者
を
連
れ
戻
す
目
的
で
浮
上
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
帝
国
更
新
会
は
転
向
私
小
説
を
模
し
な
が
ら
も
、
ル
ポ
や
告
白
と
い

う
構
造
で
、
大
衆
を
記
述
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
教
誨
言
説
か
ら
見
た
時
、

転
向
文
学
と
帝
国
更
新
会
の
家
族
表
象
に
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
り
は
な
い
。
保
護

事
業
の
政
治
犯
へ
の
適
用
が
、
家
族
を
他
者
と
す
る
「
村
の
家
」
型
の
語
り
を

生
み
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
教
誨
言
説
の
家
族
表
象
に
よ
っ
て
、
転
向
者
は
包
括
で
き
な

か
っ
た
。
家
族
は
転
向
後
も
長
い
期
間
に
渡
っ
て
、
転
向
者
に
内
面
的
な
抑
圧

を
強
い
る
存
在
で
あ
っ
た
。
必
ず
し
も
家
族
は
最
後
ま
で
転
向
を
肯
い
、
更
生

を
支
え
る
存
在
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
矛
盾
は
妻
な
ど
の
表
象
に
流
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
人
転
向
者
の
例
も
家
族
国
家
観
で
は
捉
え
き
れ
な
い
問
題

こ
れ
は
村
山
知
義「
白
夜
」（『
中
央
公
論
』一
九
三
三
年
五
月
号
）の
よ
う
な「
愛

情
の
問
題
」
の
類
型
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
知
識
人
の
よ
う
に
戦
後
再

び
家
族
愛
が
表
象
さ
れ
る
こ
と（

12
）

は
な
か
っ
た
。
運
動
で
結
び
つ
い
た
夫
婦
が

転
向
後
も
関
係
を
持
続
さ
せ
て
い
く
の
に
は
大
き
な
困
難
が
あ
っ
た
。
父
母
と

は
違
い
、
必
ず
し
も
妻
は
夫
の
生
産
単
位
を
再
び
支
え
る
存
在
に
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
、
妻
は
転
向
者
の
夫
を
裏
切
っ
て
没
落
し
て
い

く
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
真
摯
に
転
向
を
成
し
遂
げ
よ
う
と

す
る
夫
に
対
し
て
の
裏
切
り
や
堕
落
と
し
て
表
象
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
り

に
男
性
本
位
な
言
説
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
朝
鮮
人
転
向
者
の
例
も
「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
で
は
頻
出
す
る
。

し
か
し
、
彼
ら
は
朝
鮮
半
島
に
家
族
を
置
い
て
き
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
日
本
を
家
族
国
家
と
す
る
観
点
に
も
な
じ
め
た
と
は
言
え
な
い

だ
ろ
う
。
崔
武
赫
「
靴
屋
と
な
つ
て
―
更
生
の
大
道
を
行
く
―
」（『
転
向
者
の

手
記
』
前
掲
）
で
は
、「
誰
一
人
身
内
の
な
い
私
は
出
獄
の
日
か
ら
更
新
会
の

皆
様
の
温
か
い
手
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。」
と
帝
国
更
新
会
の
人
々
を
家

族
に
見
立
て
て
表
象
す
る
。
そ
し
て
、
東
京
で
「
靴
修
繕
」
の
仕
事
を
す
る
と

言
う
。
し
か
し
、
催
は
家
族
を
朝
鮮
に
残
し
、
東
京
に
残
る
選
択
を
し
た
の
で

は
と
い
う
疑
問
も
残
る
。「
靴
修
繕
」
の
仕
事
も
帝
国
更
新
会
内
部
の
あ
か
ら

さ
ま
な
日
本
人
転
向
者
と
の
差
異
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
後
、「
転
向
者
の
手
記
も
の
」
は
、
開
拓
や
戦
地
へ
の
参
加
へ
移
行
す

る
。『
事
変
に
甦
る
犯
罪
者
』（
転
生
会
、
一
九
三
七
年
九
月
）
や
『
呼
び
覚
ま
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参
照
。）

（
５
）解
放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
に
つ
い
て
は
、田
中
真
人「
モ
ッ
プ
ル
と
日
本
赤
色
救
援
会
」

（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
一
九
七
八
年
十
二
月
）
に
詳
し
い
。
解
放
運
動
犠

牲
者
救
援
会
で
は
布
施
辰
治
、
角
田
守
平
（
儀
平
治
）
な
ど
の
左
派
弁
護
士
が
中
心

に
な
り
、
裁
判
闘
争
を
繰
り
広
げ
た
。
江
口
渙
は
「
★
解
放
運
動
犠
牲
者
救
援
の
頁

１
野
田
へ
行
く
」（『
戦
旗
』
一
九
二
八
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
家
族
を
弾
圧
の
犠

牲
者
と
し
て
表
象
し
て
い
る
。
解
放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
の
活
動
で
は
、
帝
国
更
新

会
と
は
責
任
の
所
在
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
表
象
上
共
通
す
る
点
が
あ
っ
た
。

（
６
）
帝
国
更
新
会
は
現
在
も
解
散
を
挟
み
な
が
ら
存
続
し
て
い
る
。
更
生
保
護
法
人
更

生
会
（h

ttp://w
w

w
.kou

sh
in

kai.org
/

　
最
終
閲
覧
日
時
二
〇
一
八
年
三
月
十
三
日

13

：50

）

（
７
）
副
田
賢
二
『〈
獄
中
〉
の
文
学
史
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
五
月
）
は
、
そ
も
そ

も
転
向
論
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
、
日
本
文
学
史
全
体
の
獄
中
言
説
を
検
討
し
よ
う

と
し
た
。
副
田
の
論
を
敷
衍
す
れ
ば
、「
転
向
」
は
昭
和
文
壇
の
一
批
評
概
念
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
転
向
文
学
は
私
小
説
の
隣
接
概
念
で
あ
り
、
同
時
に
ま

た
立
身
出
世
言
説
や
生
活
綴
り
方
運
動
、
修
養
言
説
、
教
誨
言
説
な
ど
と
隣
接
し
た

曖
昧
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。

（
８
）
安
田
常
雄
は
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
衆
運
動
』（
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一
九
七
九

年
十
一
月
）
に
お
い
て
、
農
民
運
動
の
観
点
か
ら
小
林
杜
人
に
一
定
の
再
評
価
を
与

え
て
い
る
。

（
９
）『
転
向
期
の
ひ
と
び
と
』（
前
掲
）
に
よ
り
、
小
野
陽
一
は
小
林
杜
人
の
偽
名
と
明
ら

か
に
な
っ
た
。

（
10
）
菅
圓
吉
『
基
督
教
の
轉
向
と
そ
の
原
理
』（
基
督
者
學
生
運
動
出
版
部
、一
九
三
〇
年
）

な
ど
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
転
向
」
と
「
転
心
」
と
い
う
宗
教
的
目
覚
め
が
似
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
る
。
宗
教
に
よ
っ
て
転
向
者
を

救
い
出
そ
う
と
い
う
意
義
は
ま
だ
薄
い
。

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
教
誨
言
説
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
植
民
地
空
間
に
お
い
て
矛

盾
が
露
呈
す
る
論
法
で
あ
っ
た
。

転
向
の
問
題
は
収
容
所
文
学
と
し
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
政
治
に
よ
っ

て
犯
罪
の
観
念
は
そ
の
領
域
を
変
化
し
得
る
。
そ
の
時
、
屈
折
す
る
の
は
必
然

と
し
て
も
、
我
々
は
何
を
他
者
と
し
て
屈
折
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。「
転
向

者
の
手
記
」
は
他
者
を
捉
え
る
の
に
失
敗
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
学

ぶ
も
の
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）「
も
う
一
方
で
は
、
長
い
、
そ
し
て
あ
る
意
味
で
限
界
な
し
の
監
視
制
度
」
の
法
律

化
と
は
治
安
維
持
法
改
正
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
藤
井
恵
照
は
、
一
八
七
八
年
一
月
、
広
島
県
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
光
寺
に
生
れ
た
。

一
九
〇
九
年
以
降
教
誨
師
と
し
て
各
刑
務
所
を
歴
任
。
一
九
三
六
年
東
京
保
護
観
察

所
保
護
司
と
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
七
十
六
才
で
逝
去
。（『
教
誨
百
年
　
上
』
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
、
真
宗
大
谷
派
本
願
寺
、
一
九
七
四
年
四
月
参
照
。）

（
３
）
三
・
一
五
事
件
と
は
、
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
に
お
け
る
日
本
共
産
党
に
対
す
る

一
斉
検
挙
で
あ
る
。
第
一
回
普
通
選
挙
に
よ
る
無
産
政
党
の
進
出
に
脅
威
を
い
だ
い

た
田
中
義
一
内
閣
は
、
１
道
３
府
27
県
に
わ
た
っ
て
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
検
挙

し
た
。
検
挙
者
は
一
五
六
八
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。（『
社
会
・
労
働
運
動
大
年
表
』
労

働
旬
報
社
、
一
九
九
五
年
六
月
参
照
。）

（
４
）
四
・
一
六
事
件
と
は
、
一
九
二
九
年
四
月
十
六
日
に
お
け
る
日
本
共
産
党
に
対
す
る

一
斉
検
挙
で
あ
る
。
こ
の
日
、
共
産
党
関
係
者
３
０
０
人
が
１
道
３
府
24
県
に
お
い

て
一
斉
に
謙
虚
さ
れ
た
。
鍋
山
貞
親
、
三
田
村
四
郎
、
佐
野
学
が
逮
捕
さ
れ
、
中
央

委
員
を
含
む
全
国
の
活
動
家
が
逮
捕
さ
れ
た
。（『
社
会
・
労
働
運
動
大
年
表
』
前
掲
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（
11
）
林
房
雄
の
「
青
年
」（
初
出
第
一
回
『
中
央
公
論
』
一
九
三
二
年
八
月
）
が
歴
史
小

説
で
あ
っ
た
こ
と
を
省
み
れ
ば
、
転
向
文
学
が
私
小
説
で
あ
る
こ
と
も
家
族
表
象
が

浮
上
す
る
こ
と
も
け
し
て
自
明
で
は
な
い
。

（
12
）
知
識
人
の
「
愛
情
の
問
題
」
は
最
終
的
に
家
族
愛
の
記
録
と
し
て
戦
後
表
象
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。村
山
知
義『
演
劇
的
自
叙
伝
４
』（
東
京
芸
術
座
、一
九
七
七
年
三
月
）、

『
あ
り
し
日
の
妻
の
手
紙
』（
桜
井
書
店
、
一
九
四
八
年
七
月
）、
中
野
重
治
『
愛
し
き

者
へ
』（
中
央
公
論
社
、一
九
八
七
年
五
月
）、宮
本
顕
治
・
百
合
子
『
十
二
年
の
手
紙
』

（
筑
摩
叢
書
、
一
九
六
五
年
五
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

側
で
も
、
家
族
表
象
が
戦
後
美
化
さ
れ
、
解
決
さ
れ
た
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

―
ま
ん
だ
・
け
い
た
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―

国
文
学
攷
投
稿
規
定

一
、
本
誌
は
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
学
会
員
か
ら
の
投
稿
を

常
時
募
集
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
当
学
会
委
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
編
集
委
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

一
、
採
否
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
一
切
応
じ
ま
せ
ん
。

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
四
〇
枚
以
内
を
原
則
と
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
の
末
尾
に
氏
名
の
ふ
り
が
な
・
所
属
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
で
の
投
稿
の
際
に
は
、
縦
書
き
の
場
合
は
三
〇
字
×
二
一
行
、

横
書
き
の
場
合
は
四
〇
字
×
三
五
行
の
書
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
稿
は
、
メ
ー
ル
添
付
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、
な
る
べ
く
電
子
デ
ー
タ
で
お

願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
添
付
の
場
合
に
は
、
文
書
デ
ー
タ（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
フ
ァ
イ
ル
、

一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
等
）と
、印
字
し
た
状
態
が
わ
か
る
ｐ
ｄ
ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
、メ
ー
ル（
件

名
は
、「『
国
文
学
攷
』
投
稿
論
文
（
氏
名
）」）
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
に
は
、
文
書
デ
ー
タ
を
収
め
た
電
子
媒
体
と
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
、
本
誌
三
部
と
抜
き
刷
り
三
〇
部
を
贈
呈
し
ま
す
。
余
分
に

必
要
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
実
費
で
お
頒
ち
し
ま
す
。

一
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
著
者
に
帰
属
し
ま
す
。
た
だ
し
、

当
学
会
は
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
電
子
化
し
、
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
の
送
り
先

〒
七
三
九
―
八
五
二
二
　
東
広
島
市
鏡
山
一
―
二
―
三
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日
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文
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語
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内
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島
大
学
国
語
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